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第 1回 ア ジア水 EXPOで 森 元 総 理 に説 明
す る吉村氏 (右)

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
は
国
を
挙
げ

て
水
産
業
の
育
成
を
推
進
し
て

い
る
。

そ
の
成
果
は
め
ざ
ま
し

い
。

地
元
ハ
イ
フ
ラ
ッ
ク
ス
社

は
ア
ル
ジ

ェ
か
ら
世
界
最
大
級

の
海
水
淡
水
化
装
置
を
約
５
０

０
億
円
て
、

ま
た
ケ
ペ
ル
社
は

カ
タ
ー

ル
よ
り
下
水
処
理

。
再

処
理
プ
ラ
ン
ト
を
約
１
５
０
０

億
円
て
受
注
し
て
い
る
。

水
資

源
の
な
い
国
が
何
故
、

こ
ん
な

短
期
間
で
世
界
を
席
巻
す
る
ほ

ど
、

水
産
業
を
育
て
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

そ
の
戦
略
に
触
れ
て

み
た
い
。

６
月
２３
日
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
て
国
際
ウ
ォ
ー
タ
ー
ウ
イ
ー

ク

「第

一
回

・
ア
ジ
ア
水
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
」
が
開
催
さ
れ
２０
ヵ
国
か

ら
３
５
０
社
が
展
示
に
参
加
、

専
門
家
の
訪
間
は
６
０
０
０
人

を
超
え
た
。

筆
者
は
初
日
、

「水

に
関
す
る
リ
ー
ダ
ー

ズ
サ
ミ
ッ

ト
」
て
基
調
講
演
さ
れ
た
森
元

総
理
大
臣

（水
の
安
全
保
障
研

究
会
、

最
高
顧
問
）
を
展
示
会

場
に
企
案
内
、

森
元
総
理
は
日

本
パ
ビ
リ
オ
ン
や
日
本
企
業
の

各
ブ
ー
ス
を
廻
り
各
社
の
担
当

者
を
激
励
し
た
。

森
元
総
理

は
「や
あ
、

士口

村
先
生
、

人

が
多
い
ね
。

日
本
企
業
も

頑
張

っ
て
い

る
。

繊
維
メ

ー
カ
ー

が
多

い
。

帝
人
さ

ん
は
俺
の
選

挙
区

（石
川

県
）
だ
」
と

む
満
悦
の
様

子
。筆

者

「総

理
、

日
本
は
膜
技
術
で
世
界

一

で
す
。

例
え
ば
Ｒ
Ｏ
膜
て
は
世

界
の
６０
％
近
く
を
占
め
て
お
り

ま
す
。

し
か
し
部
品
大
国
で
あ

り
、

シ
ス
テ
ム
を
売
る
と
い
う

大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
な

っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
日
本
の
課

題
で
す
」
。

森
元
総
理
は
深
く

頷
き
、

「水
の
安
全
保
障
研
究

会
て
よ
く
論
議
し
よ
う
。

水
は

国
策
だ
！

」
と
。

シ
ン
ガ
ボ
ー

ル
は
、

国
内
の

水
需
要

（約
１
３
０
万
立
方
財

／
国
）
の
５０
％
以
上
を
マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。

２

ル
水
処
理
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

海
水
淡
水
化
、

ニ
ュ
ー
ウ
ォ
ー
タ
計
画

（
下
水

再
利
用
水
）
沢
山
あ
り
ま
す
よ
」

と
呼
び
か
け
た
。

技
術
的
な
窓

口
は
Ｐ
Ｕ
Ｂ

（
公
共
企
業
庁
）

に
統

一
し
、

水
資
源
管
理
か
ら

上
下
水
道
ま
で
担
当
さ
せ
た
。

そ
の
結
果
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
は
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
が
６０
社

ほ
ど
集
結
、

Ｐ
ｕ
ご
と
の
共
同

研
究
開
始
、

ま
た
独
自
の
Ｒ
＆

Ｄ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い

る
。

す
て
に
世
界
的
な
企
業
、

ヴ

ェ
オ
リ
ア
を
は
じ
め
、

Ｇ
Ｅ
、

シ

ー
メ
ン
ス
が
、

日
本
か
ら
日
東

電
工
、

東
レ
、

旭
化
成
、

栗
田

工
業
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
法
人
税
の
優
遇

（
日
本
は
約
４‐
％
だ
が
、

シ
ン

ガ
ボ
ー

ル
は
１８
％
）
が
、

こ
の

動
き
を
加
速
し
て
い
る
。

か

っ

て
村
上
フ
ァ
ン
ド
が
本
社
を
シ

ン
ガ
ポ
ー

ル
に
移
転
さ
せ
た
こ

と
も
頷
け
る
。

金
融
資
産
の
秘

密
保
持
を
徹
底
し
て
い
る
の

も
、

シ
ン
ガ
ボ
ー

ル
の
特
徴
で

あ
る
。

例
え
ば

「他
国
か
ら
個

人
や
企
業
の
金
融
資
産
の
照
会

が
あ

っ
て
も
、

情
報
を
出
さ
な

い
非
協
力
的
な
国
家
」
で
知
ら

れ
て
い
る
。

国
際
通
の
伸
問
同
士
て
は

「シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
は
、

明
る
い

北
朝
鮮
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
政

府
の
権
限
が
強
い
。

都
市
の
緑

化
、

罰
則
の
強
化
、

公
務
員
の

規
律
強
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、

特
に
公
務
員
の
登
用
基
準

が
素
晴
ら
し
い
。

「ど
の
位
、

そ
の
人
が
持
続
可
能
な
国
益
強

化
に
貢
献
し
た
か
」
で
あ
る
。

簡
単
に
言
う
と

「い
か
に
合
法

的
に
海
外
か
ら
お
カ
ネ
、

ヒ
ト

を
呼
び
込
ん
だ
か
」
が
昇
進
の

評
価
基
準
て
あ
る
。

ま
た
海
外

融
都
市
と
し
て
世
界
に
知
ら
れ

て
い
る
。

そ
の
延
長
線
上
が
、

こ
の
「水

て
世
界
制
覇
を
目
指
す
、

ウ
ォ

ー
タ

・
ハ
ブ
政
策
」
で
あ
る
。

ウ
ォ
ー

タ

・
ハ
ブ
と
し
て
世
界

の
水
研
究
、

水
ビ
ジ
ネ
ス
の
中

心
的
な
役
割
を
目
指
す
国
家
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。

具
体
的
に

は
水
産
業
育
成
の
た
め
、

政
府

か
ら
２
５
０
億
円
の
支
援
、

国

内
外
か
ら
水
に
関
す
る
研
究
者

５
０
０
名
の
招
聘
、

Ｐ
Ｕ
Ｂ
施

設
を
内
外
企
業
の
研
究
Ｒ
＆
Ｄ

ら
総
額
４
８
５
億
円
の
受
注
を

果
た
し
て
い
る
。

さ
ら
に
蒙
州
、

欧
州
等
に
進
出
し
、

破
竹
の
勢

い
て
あ
る
。

ケ
ペ
ル
社
や
セ
ム

コ
ー

プ
社
も
続
い
て
い
る
。

な
ぜ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
国
際
的
に
強
く
な

っ
た
の
か
。

歴
史
を
紐
解
く
と

３‐
年
間
、

政
権
の
座
に
あ

っ
た

李
光
耀

（リ
ー
・ク
フ
ン
ユ
ー

）

元
首
相
に
突
き
当
た
る
。

李
氏

は

「私
は
日
本
を
徹
底
的
に
研

究
し
た
。

日
本
は
石
油
危
機
て

沈
ん
だ
と
思

っ
た
が
、

逆
に
国

０
１
１
年
の
水
道
料
金
改
定
を

前
に
し
た
予
備
交
渉
て
、

マ
レ

ー
シ
ア
側
か
ら

「現
在
の
１
０

０
倍

（
２２
円
／
立
方
財
）
な
ら

供
給
す
る
」
と
言
わ
れ
驚
愕
、

「国
家
存
亡
の
危
機
」
を
肌
て

感
じ
、

そ
れ
か
ら
国
家
を
挙
げ

て
水
問
題
解
決
に
乗
り
出
し

た
。ま

ず
、

海
外
向
け
交
渉
窓
口
、

Ｅ
Ｄ
Ｂ

（経
済
発
展
促
進
ビ

ュ

ー
ロ
ー

）
を
強
化
し
、

世
界
の

水
処
理
会
社
に

「シ
ン
ガ
ボ
ー

〃
判
州
み
ｈ難
ち
‐
夕
．

吉
村

和
就

日
本
も
攻
め
へ
気
概
を

７
歩
・分
薬

水
で
世
界
制
覇

企
業
に
法
や
規
則
が
合
わ
な
け

れ
ば
す
ぐ
改
訂
、

と
に
か
く
動

き
が
速
い
。

シ
ン
ガ
ボ
ー

ル
に

は
地
下
資
源
は
な
い
。

あ
る
の

は

「人
脈
と
知
恵
」
だ
け
だ
。

従

っ
て
国
を
挙
げ
て

「新
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
、

差
別
な
き
外
資

の
導
入
、

外
国
企
業
の
誘
致
」

に
取
り
組
ん
て
い
る
。

そ
の
成

果
を
上
げ
た
人
間
が
ト
ッ

プ
に

立
つ
。

そ
の
結
果
、

今
や
シ
ン
ガ
ボ

ー
ル
は
コ
ン
テ
ナ
ー

ヤ
ー
ド
取

扱
い
世
界

一
、
Ｉ
Ｔ
産
業
、

金

施
設
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
な

ど
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
下
で
活
躍

し
て
い
る
地
元
企
業
の
代
表
橋

が

ハ
イ
フ
ラ

ッ
ク
ス
社
で
あ

り
、

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
オ
リ
ビ
ア

・
ラ

ム
女
史
で
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア

の
孤
児
だ

っ
た
彼
女
は
シ
ン
ガ

ボ
ー
ル
国
立
大
学
て
化
学
を
学

び
、

日
本
の
膜
メ
ー
カ
ー
に
水

処
理
を
学
び
、

会
社
を
発
展
さ

せ
た
の
で
あ
る
ｃ

ハ
イ
フ
ラ
ッ

ク
ス
社
は
最
近
、

中
国
国
内
の

自
治
体
や
企
業
な
ど
４４
カ
所
か

を
挙
げ
て
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
、

本
当
の
経
済
大
国
に
な

っ
た
。

日
本
は
ア
ジ
ア
の
誇
り
だ
。

日

本
に
学
ベ
ー

」
と
言
い
続
け
、

今
日
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
発
展

を
築
き
上
げ
た
。

で
は
シ
ン
ガ
ボ
ー

ル
経
済
発

展
の
手
本
だ

っ
た
日
本
は
今
、

ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
？
見
る

影
も
な
い
。

９‐
、

９２
年
の
国
際

競
争
力
調
査

（
Ｉ
Ｍ
Ｄ
）
て
世

界
第
１
位
だ

っ
た
日
本
、

０７
年

に
は
世
界
で
２２
位
、

ア
ジ
ア
地

域
で
も
６
位
と
完
全
に
投
落
し



た

（
ア
ジ
ア
の
１
位
は
シ
ン
ガ

ボ
ー

ル
、

２
位
否
港
、

３
位
台

湾
、

４
位
中
国
、

５
位
マ
レ
ー

シ
ア
）
。

さ
ら
に
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
調
査
レ
ポ

ー
ト

「ア
ジ
ア
主
要
国
の

一
人

当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
で
も
、

日
本

は
長
年
ト
ッ

プ
の
座
を
、

０７
年

か
ら
、

そ
の
座
を
シ
ン
ガ
ボ
ー

ル
に
明
け
渡
す
こ
と
に
な

っ

た
。

日
本
の
経
済
は
坂
道
を
転

げ
落
ち
て
い
る
。

国
内
に
い
る
と

「そ
の
傾
き

が
わ
か
ら
な
い
」
よ
う
だ
が
、

海
外
出
張
の
多
い
筆
者
は
、

多

く
の
海
外
の
友
人
、

メ
デ
ィ
ア

か
ら
日
本
の
現

状
を
指
摘
さ
れ

る
。

　
一‐ジ
ャ
パ

ン

・
ア
ズ

。
Ｎ

Ｏ

・
１
と
言
わ

れ
て
努
力
を
忘

れ
た
小
人
Ｌ
政

治
の
無
策
が
、

日
本
の
没
落
を

加
速
し
た
Ｌ
コ

ス
ト
削
減
だ
け

が
う
ま
い
国
。

ア

イ

デ

ア

な

し
」
、

さ
ら
に

は

「鎖
国
が
続

く
閉
鎖
社
会
、

ニ
ッ

ポ
ン
」
と

散
々
で
あ
る
。

ま
さ
に
指
摘

の

通

り

で

あ

り
、

最
近
の
外

資
導
入
、

外
国

企
業
の
日
本
参

入

へ
の
障
壁
は

微
に
入
り
細
に

入
り
検
討
さ
れ

て
お
り
、

さ
す
が
盆
栽
の
国
て

あ
る
。

こ
れ
て
は
や
る
気
の
あ

る
海
外
企
業
も
逃
げ
て
し
ま

う
。

国
も
企
業
の

「財
務
体
質

の
改
善
、

コ
ス
ト
削
減
」
だ
け

を
目
標
で
動
い
て
い
る
。

こ
れ
て
は
国
も
企
業
も
変
わ

る
こ
と
が
で
き
な
い
、

す
べ
て

内
向
き
の
論
理
で
あ
る
。　

一
刻

も
早
く
海
外
に
開
か
れ
た
、

新

し
き
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
造

し
、

「守
り
か
ら
攻
め
に
転
ず

る
気
概
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
度
は
、

日
本
が
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
学
ぼ
う
て
は
な
い
か
。

話
題
を
国
内
の
水
問
題
に
戻

そ
う
。

国
内
で
は
２０
回
に
渡
り

自
民
党
の

「水
の
安
全
保
障
研

究
会
」
が
開
催
さ
れ
、

筆
者
は

外
部
有
識
者
お
よ
び
報
告
書
策

定
委
員
と
し
て
参
画
し
、

多
く

の
国
会
議
員
と
接
し
て
き
た
。

驚
い
た
こ
と
に
、

大
多
数
の

国
会
議
員
の
先
生
の
頭
の
中
に

は

「上
下
水
道
の
維
持
管
理
の

重
要
性
、

こ
れ
か
ら
の
必
要
資

金
」
の
イ
ン
プ
ッ
ト
が
ほ
と
ん

ど
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま

し
て
や

「国
家
と
し
て
の
水
産

業
育
成
」
な
ど
は
論
外
で
あ

っ

た
。こ

れ
て
は
予
算
が
付
く
は
ず

も
な
い
。

水
に
関
す
る
省
庁
や

関
連
業
界
の
怠
慢

・
不
作
為
と

言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
状
況

で
あ
る
。

筆
者
は
、

あ
る
代
議

士
先
生
に

「上
下
水
道
の
更
新

は
道
路
財
源
て
お
願
い
し
ま

す
。

道
路
の
下
に
は
上
下
水
道

の
パ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
の
て
、

上
も
下
も
道
路
財
源
て
…
…

」

と
言

っ
て
笑
わ
れ
た
が
、

こ
ち

ら
は
真
剣
だ

っ
た
。

今
回
の
自
民
党
の

「水
の
安

全
保
障
研
究
会
」
は
、

次
期
総

理
候
補
と
呼
び
声
の
高
い
、

中

川
昭

一
先
生
が
会
長
を
務
め
て

い
る
。

中
川
先
生
は
経
産
大
臣
、

農
水
大
臣
、

政
調
会
長
を
歴
任

し
て
き
た
実
力
者
で
あ
る
。

こ

の
２
カ
月
間
、

筆
者
は
中
川
先

生
と
毎
週
会

っ
て
論
議
し
た

が
、

水
に
対
す
る
造
話
が
深
く

感
心
し
た
。

水
の
安
全
保
障
研
究
会
、

昨

年
１２
月
か
ら
開
催
さ
れ
、

産
官

学
、

そ
れ
に
多
く
の
国
会
議
員

が
毎
週
、

早
朝
か
ら
同
席
し
論

議
し
た
こ
と
は
国
政
史
上
か

っ

て
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ

の
研
究
会
の
最
終
報
告
書
に
盛

ら
れ
た

「水
の
安
全
保
障
戦
略

機
構

（
仮
称
）
」
が
１
日
も
早

く
機
能
し
、

国
家
と
し
て
水
の

安
全
が
守
ら
れ
、

ま
た
日
本
国

が
世
界
か
ら

「水
で
の
国
際
貢

献
」
で
感
謝
さ
れ
る
日
を
待
ち

望
ん
で
い
る
。

政
務
調
査
会
審
議

会
が
報
告
書
承
認

自
民
党
水
の
安
全
保
障
研

自
民
党
は
８
日
開
い
た
政
務

調
査
会
審
議
会
て
、

特
命
委
員

△
育
水
の
安
全
保
障
研
究
会
公
【

長
＝
中
川
昭

一
衆
議
院
議
員
）

の
最
終
報
告
書
を
全
会

一
致
で

承
認
し
た
。

承
認
を
受
け
今
後
、

党
内
に
新
た
な
機
関
を
設
け
、

提
言
の
実
現
に
向
け
た
検
討
に

入
る
方
向
。

な
お
、

１０
日
に
は
、

中
川
会

長
ら
が
同
研
究
会
最
高
顧
間
の

森
喜
朗
元
内
閣
総
理
大
臣
に
画

談
し
報
告
書
を
提
出
。

合
わ
せ

て
研
究
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
総
括
的
に
報
告
し
た
。

同
席

し
た
倍
肘
胸
臓
夕
障
――
パ
ル
レ

レ
ーー
隊
ト
ン
障
パ
ン
代
表
に
よ

る
と
、

中
川
会
長
が

「水
は
国

家
の
安
全
保
障
で
あ
り
、

私
が

責
任
を
も

っ
て
水
の
安
全
保
障

戦
略
機
構

（
仮
称
）
を
立
ち
上

げ
た
い
」
と
の
決
意
を
伝
え
た

の
に
対
し
、

森
最
高
顧
間
は
「し

っ
か
り
や

っ
て
ほ
し
い
。

全
面

的
に
応
援
す
る
」
と
強
力
な
支

援
を
約
束
し
た
。

展 示 ブ ー ス で 関 係 者 を 激 励


